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 新製品開発に関するビジネス上の課題 

今日のグローバルな経済において、製造業の企業は、変動する市場

条件、激しい競争、価格圧力、原材料コストの上昇などの複雑な課

題に直面しています。そして、そのような背景の下で、高度に差別

化された新製品を費用対効果の高い方法と短納期によって市場に投

入し続けなければなりません。 

その目標に向けて、各企業では、次世代のデジタル設計に関する施

策を展開することでコストの削減、製品の品質改善、市場投入まで

の時間の短縮を図っています。確かに、デジタル設計の技術や手法

は、設計技術者が知識資産に対する既存の投資を十分に活用し、主

要なサプライヤーを製品開発プロセスに取り込む上で有効な役割を

果たします。特に、競争が熾烈になっている現在の市場では不可欠

です。 

具体的に言うと、各分野の最先端の企業では、コストを削減し効率

を高めるために、コラボレーション、再利用、および標準化に重点

を置き、これらが中核となる設計方式の採用を進めています。 

プラットフォームの共通化、標準化、設計の再利用 

既存の設計やその他の知識資産を再利用する方法は、製品開発プロ

セスを合理化する上で有効であると同時に、実証済みの構成部品や

組み立て部品の標準化と再利用によって、製品の品質を大幅に向上

させることにもつながります。また、共通化と再利用に関する正式

なプログラムによって、直接材料の調達コスト削減、市場投入まで

の時間の短縮、および製品の品質改善に役立てることができます。 
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ハイライト 

共通化の利点を最大限に

生かすには、それぞれの

ビジネス・プロセスを統

合ツール環境によってサ

ポートする必要がありま

す。 

 閉じたループによる設計と調達 

製造会社が製品開発のスピードをさらに高め、製品の品質を向上さ

せるためには、自社の戦略的サプライヤーから提供される専門的な

スキルや知識にアクセスし、十分に活用することが極めて重要で

す。このプロセスを効果的に管理するには、コラボレーションによ

る設計プロセスと、設計プロセスとソーシング・プロセスとの密接

な連携によって、製造会社とサプライヤーとの間で緊密な統合を実

現する必要があります。それによって、製造会社は、製品のコスト

と、目標とする収益性を製品設計のライフサイクル全体にわたって

管理できるようになります。 

統合設計ツール環境 

現在、機械設計、電子設計、およびサプライチェーンの各プロセス

は、縦割り型（サイロ型）の情報によって個別に運営されているの

が一般的です。共通化の利点を最大限に生かすには、それぞれのビ

ジネス・プロセスを統合ツール環境によってサポートする必要があ

ります。製品データ管理環境へのアクセスを拡大することによっ

て、設計情報とコスト情報をビジネス・ユニット全体で共有し、戦

略的サプライヤーとの共同作業によって社内全体と社外にわたって

設計プロセスとソーシング・プロセスの迅速化を支援します。 
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ハイライト 

設計の共通化と構成部品

の標準化は、製品プラッ

トフォームのアーキテク

チャー・レベルから始ま

ります。 

 共通化、標準化、設計の再利用：原則と基礎的構成要素 

設計の共通化と構成部品の標準化は、製品プラットフォームのアー

キテクチャー・レベルから始まります。製品プラットフォームの

アーキテクチャーでは、機能的構成部品の階層を明示する必要があ

ります。この階層によって、許容される一連の製品オプションが定

義されるとともに、プラットフォーム設計の整合性を保護しながら

特定の製品特性の範囲内でイノベーションや変革が促進されます。

また、基礎的構成要素の階層として定義されたアーキテクチャー

は、設計部品表の作成を簡素化し、部品の標準化と再利用を円滑に

する上で効果的です。さらに、製品階層にコスト情報を取り込むこ

とによって、設計技術者がライフサイクルの早い段階で設計上の総

コストを把握でき、市場コストと時間の制約の範囲内で製品を製造

できるかどうかを判断することが可能になります。実際に、設計技

術者は、目標コストを主要な基礎的構成部品に配分することによっ

て、設計変更が直接材料費、技術設計コスト、および製造コストに

与える影響を評価することができます。このように知識を活用でき

ることは、標準化と再利用を実施する動機付けとなり、製品のコス

トおよび品質の改善に大きく影響を及ぼす可能性があります。 
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ハイライト 

鋼材の等級と厚みを標準

化することで、鋼材コス

トが大幅に削減されまし

た。 

 John Deere：鋼材の標準化によるビジネス・インパクト 

John Deere and Company では、同社の製品ラインで使用されている鋼

材を標準化する取り組みを 2003 年に開始しました。鋼材の等級と厚

みを標準化することで、鋼材のコストが大幅に削減されています。

さらに、この標準化は、2004 年に特殊鋼の急激な需要増大に直面し

たときに同社が操業停止を回避する上でも助けになりました。 

設計の標準化と再利用による改善効果を得るためには、製品のアー

キテクチャーを定義する際に以下の原則を考慮する必要がありま

す。 

• あらかじめ変更を見越して、変更の影響を限定的にとどめるよう

に製品構成を作成する。 

• 製品データ管理ツールおよび意思決定支援ツールを活用し、部品

設計、設計プロセス、機械設備、購入部品の設計に関するサプラ

イヤーの専門知識といった分野にわたって標準化と再利用を実現

できる機会を識別する。 

• 特定の設計分野に関する最先端の研究拠点（Center Of Excellence: 
COE）を作り出すために、製品の機能分野に従って技術者を配置

する。 

• 共通のツールや設計プロセスを活用し、エンジニアリングの効率

と効果を高める。 

• ガバナンス・プロセスと測定基準を作成し、資産の再利用、部品

の標準化と共通化が、下流工程でコスト、品質、および市場投入

までの時間に与える影響を明確化し、評価するためのツールを配

備する。 
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ハイライト 

共通化と再利用に関する

包括的プログラムを開始

する上で最も効率的なの

は、コモディティー部品

から着手する方法です。 

 次のステップ：共通化と再利用に関する包括的プログラ

ムの実施 

共通化と再利用の取り組みをトップダウン方式で（アーキテク

チャー・レベルで）定義したら、その戦略をボトムアップ方式で実

施する必要があります。共通化と再利用に関する包括的なプログラ

ムを開始する上で最も効率的なのは、コモディティー部品から着手

する方法です。薄板鋼、留め具、電気部品、電子部品などの共通構

成部品に関する設計仕様を標準化すると、かなりのコスト削減につ

ながるだけでなく、より複雑な部品の標準化と再利用を行うための

準備にも役立ちます。標準化には、以下のような一連の付随効果も

あります。 

• 標準化と再利用は、より少数のサプライヤーとの取引によって購

買費用を集約する機会をもたらします。 

• 購買金額が大きくなることで、サプライヤーに対する影響力が高

まります。 

• 購買量が大きくなることで、購買担当者が値下げを交渉できるほ

か、重要な部品について必要数量を確保できる保証が高まりま

す。 

設計部品、購入組み立て部品、機械設備、生産設備についても、同

様の効果が得られます。（共通の設計プロセスと評価基準に裏付けら

れた）一貫性のある製品アーキテクチャーは、「場所を問わない設計

と製造（Design Anywhere, Build Anywhere）」を実現する基盤とな

り、グローバル・ソーシングを容易にします。部品設計の要件、製

品プラットフォーム・アーキテクチャー、現在のビジネス・ニーズ

に対する可視性を高めることによって、部品と設備の購入要求を一

括して行う方法を改善および最適化し、戦略的な構成部品や組み立

て部品、およびその他の資産クラスに関するコスト削減交渉を行え

るようになります。 
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ハイライト 

設計部品、購入組み立て

部品、機械設備、生産設

備についても、同様の効

果が得られます。 

 効果が得られる資産として、以下のものが考えられます。 

• プラント・オートメーション、工作機械、治具および備品、資材

運搬機器、試験装置などの生産上の資産と、製造プロセス、研修

資料、品質プログラムなどの無形資産。 

• 組み立て部品、加工部品、電子機器と組み込みソフトウェア、原

材料、コモディティー部品などの購入部品。 

• 製品開発、製品の検証と試験、販売後のサービスとサポートに及

ぶ各プロセス。 

• 製品や部品に関するコンピューター支援設計（CAD）の設計情報

などの知識資産と、製品の設計方法、製造方法、および販売方

法、サプライヤー群の管理方法に関するコア知識。 
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 成功への鍵：戦略とプロセス 

大部分の経営陣は、共通化と再利用の戦略がビジネスの効率にとっ

て極めて重要な意味を持つことを直感的に理解しているとはいえ、

製品の共通化、標準化、資産の再利用を推進する包括的なプログラ

ムの作成は、多くの企業にとって困難な作業になりかねません。

IBM は、大手製造業のお客様との取引経験と、IBM 社内のコン

ピューター設計業務を通じて、共通化と再利用に関する施策のプラ

ンニングと展開について深い専門知識を培ってきました。実際に、

IBM ではプラットフォームの共通化と再利用に関する包括的なプロ

グラムを作成するために、主要な一連のビジネス・プロセスを明確

化しました。そのようなビジネス・プロセスとして、以下のものが

あります。 

ポートフォリオ・プランニング 

ハイライト 

IBM は、共通化と再利用

に関する施策のプランニ

ングと展開について深い

専門知識を培っていま

す。 

企業は、ポートフォリオ・プランニングによって、顧客の要望と

ニーズについて詳細な情報を把握し、その情報を製品プラット

フォームに関するハイレベル設計の一連の要件と、製品プラット

フォームからの製品モデル開発に転換することができます。ポート

フォリオ・プランニング・プロセスの一環として、製品のアーキテ

クチャーを定義し、「共通の基礎的要素」の階層として体系化してお

くことが重要です。これには、「設計時」と「製造時」の部品表の構

成を簡素化できるとともに、構成部品の標準化と資産の再利用を下

流で活用できるチャンスを生み出す効果があります。ポートフォリ

オ・プランニング・プロセスでは、アウトプットとして、対象とす

る市場と顧客の要件に関する正確な定義、プラットフォーム・アー

キテクチャー、製品モデルの仕様、製品の財務上の目標、製品開発

のロードマップが得られるはずです。 

ポートフォリオ・プランニング・プロセス 

 

市場の情報 

顧客に関する 
インプット情報 

競合に関する 
インプット情報 

コスト情報 

プロジェクト管理データ 
セグメント別の実績データ 

市場セグメントの管理と 
実績の評価 

事業計画

の調整と

最適化 

市場セグ

メント戦

略および

計画の 
策定 

ポート

フォリオ

分析の 
実施 

市場の理解 
市場の 
セグメン

ト化 
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ハイライト 

ポートフォリオ・プラン

ニング・プロセスでは、

製品のアーキテクチャー

を定義し、製品セットに

ついての設計パラメー

ターと設計目標を作成し

ます。 

 共通化と再利用を考慮した設計 

ポートフォリオ・プランニング・プロセスでは、製品のアーキテク

チャーを定義し、製品セットについての設計パラメーターと設計目

標を作成します。設計プロセスでは、これらの要件を設計部品表と

製品設計仕様の形に転換します。この設計部品表は、次に、それぞ

れの製造拠点で製品をどのように製造するかを明記する一連の製造

部品表に転換されます。企業では、設計ツールやソーシング・ツー

ルを活用し、設計技術者に資産の再利用を促すことによって、製品

開発プロセスの効率と効果を大幅に向上させ、構造的な製品コスト

の削減を実現できる可能性があります。共通化と再利用を可能にす

るツールやプロセスを展開し、既存資産の再利用を設計技術者に促

すには時間が必要ですが、より無駄のない効果的な製品開発プロセ

スが実現され、全社的に「場所を問わない設計と製造（Design 
Anywhere, Build Anywhere）」が可能になることが最終的な成果とし

て期待できます。 

設計ツールとソーシング・ツールの統合 

設計、調達、および生産を連携させる統合設計ツール環境が存在し

なければ、共通化と再利用に関する効果的なプログラムは達成でき

ません。IBM は IBM ビジネス・パートナーと密接に協力しながら、

柔軟性の高い、相互運用可能な設計ツール環境を実現するための

データ標準や機能要件の策定を進めています。また、IBM のミドル

ウェアと WebSphere® Integration Framework を活用して複数ベンダー

のソフトウェア・ツールの統合を可能にする Product Development 
Component Reference Model を作成しています。統合できるソフト

ウェア・ツールには、以下の分野のものがあります。 

• 機械 CAD ツール 

• 電子 CAD ツール 

• ソフトウェア設計ツール 

• コンピューター支援製造設計ツール 

• ナレッジ・マネジメント・ツール 

• 構成管理ツール 

• 設計分析ツール 

• コスト管理ツール 

 



IBM Global Business Services 
Page 11 

ハイライト 

設計ツール・ポートフォ

リオとサプライヤーの管

理ツールをさらに緊密に

統合することが重要で

す。 

 閉じたループによる製品開発とソーシング 

最新世代の設計ツールを使用すると、製品の設計に加え、部品の標

準化や再利用の可能性を確認することができます。ただし、設計

ツールは、再利用の可能性がある部品を識別する面では有効性が高

まっている一方、部品設計を再利用すべきかどうかを設計技術者が

判断できるように意思決定支援機能を提供するまでには至っていま

せん。この意思決定は、部品のコストに関する知識、顧客の要件を

満たすために性能を高める必要があるかどうかの査定、安全性、品

質、または法規制に関する要件に部品が正しく対応できるかどうか

の判断によって左右されます。 

そのため、設計ツール・ポートフォリオとサプライヤーの管理ツー

ルをさらに緊密に統合することが重要になります。設計コラボレー

ションとソーシングが完全に連携する環境に設計情報と製品コスト

情報を取り込むことによって、閉じたループによる製品設計および

ソーシング環境が作り出されます。このような環境があれば、設計

技術者が代替の設計戦略のコストや実現可能性を評価できるほか、

製品の実際のコストを目標コストと比較しながら監視できるように

なるので、プログラム・マネージャーはポートフォリオ・プランニ

ング・プロセスで設定されたコスト、品質、および顧客価値に関す

る目標を達成するために、部品の設計仕様を変更できるようになり

ます。 
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ハイライト 

閉じたループによる設計

およびソーシング環境

は、目標コストを前提と

して製品開発ライフサイ

クルを管理するための基

盤として機能します。 

 総コスト管理 

閉じたループによる設計およびソーシング環境は、目標コストを前

提として製品開発ライフサイクルを管理するための基盤として機能

します。具体的に言うと、設計技術者や経営陣は、総コスト管理の

システムを利用して、代替の設計による財務的影響を算出するため

に製品の販売価格と必要な粗利益から製品コストを抽出することが

できます。実際に、コストのモデリングは、製造会社が製品引き渡

し時の総コスト、設計コスト、および製造関連コストを正確に予測

し、さらに適切なコスト目標を設定して、製品設計サイクルの各段

階で製品の内容を最適化する上で効果を発揮します。 

共通の基礎的要素を定義するプロセス：IBM 社内の場合 

IBM では、変化の激しい IT 市場に対応するために、主要な市場セグ

メント別に分類される製品ラインごとに参照アーキテクチャーを定

義しています。このアーキテクチャーの最上位レベルでは、対象と

する市場、競争相手、製品プラットフォームの存続期間、処理能力

当たりの価格が定義されています。さらに細分化されたレベルで

は、製品ラインに含まれている各モデルの機能が定義され、アップ

グレード・パスがトレースされます。設計段階では、技術者が製品

の機能を慎重に分離し、サブシステム間の標準インターフェースを

定義しています。これは、広範囲なコンポーネント交換を行わなく

ても、パフォーマンスやキャパシティーを強化することが可能であ

ることを示しています。IBM では、再利用可能な製品設計テンプ

レートのライブラリーと、共通の参照アーキテクチャーのガイドラ

インの範囲内で設計されたコンポーネントの検索可能なカタログが

維持されています。また、認定ベンダーから入手可能なコンポーネ

ントの最新カタログもサポートされています。 
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階層型製品構造のサンプル 

 

F5E プラットフォーム 
メーカー販売価格： 1 万 8,000 ドル（基本モデル） 

2 万 7,000 ドル（ハイエンド・モデル） 
目標粗利益： 12% 
目標プラットフォーム・コスト： 1 万 6,000 ドル 

モデル A モデル B F5E3 プラットフォーム 
メーカー販売価格： 2 万 5,000 ドル（基本モデル） 
目標粗利益： 18% 
目標プラットフォーム・コスト： 2 万 700 ドル 
エンジニアリング・コスト： 2,100 ドル 
製造コスト： 6,500 ドル 
金型コスト： 3,600 ドル 
部品コスト： 8,500 ドル 

組み立てシャーシ 
目標コスト：2,100 ドル 

溶接済み単一車体 
目標コスト：640 ドル 

エンジン 
目標コスト：1,400 ドル

組み立て済み内装 
目標コスト：4,250 ドル 

フロント・サスペンション 
目標コスト：640 ドル 

リア・サスペンション 
目標コスト：550 ドル 

フレーム 
目標コスト：360 ドル 

ダッシュボード半組み立て部品 
見積りコスト：1,080 ドル 

座席半組み立て部品 
見積りコスト：350 ドル 

LF ブレーキ組み立て部品 
見積りコスト：32.5 ドル 

エンジン・マウント 
見積りコスト：1.85 ドル 
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ハイライト 

グローバル経済において

成功を収めるには、それ

ぞれの地域の顧客の嗜好

に合わせて製品を調整し

なければなりませんが、

市場ごとに固有の製品を

作成すると往々にして過

剰なコストがかかりま

す。 

 次の波：グローバル経済における再利用に対応した設計 

最新世代の設計ツールは、ソーシングと設計を統合して閉じたルー

プによる設計およびソーシング環境を生み出し、製品開発ライフサ

イクルの関係者がシームレスで広範なエンタープライズ開発チーム

として連携することを可能にします。ツール、および共通のプロセ

ス、ガバナンス、測定基準を持つという戦略は、既存の設計と再利

用可能な資産を活用し、効率と効果を高めながら、より良い製品を

作成するための情報と動機付けを設計技術者に与える役割を果たし

ます。 

この能力は、グローバルな市場に積極的に目を向ける製造業の企業

にとって新たな緊急課題となっています。グローバルな経済におい

て成功を収めるためには、それぞれの地域の顧客の嗜好に合わせて

製品を調整しなければなりませんが、市場ごとに固有の製品を作成

すると往々にして過剰なコストがかかります。この課題に対処する

には、設計技術者が地域ごとの嗜好を理解した上で、既存の製品プ

ラットフォームと利用可能なリソースを有効に生かし、それぞれの

地域内で十分な収益をもたらす製品を設計する必要があります。

ポートフォリオ・プランニングから、製造設計、生産に至る製品設

計プロセスの各段階で特定地域の顧客の要件を可視化すれば、それ

ぞれの対象市場で成功を収めるように設計されたコスト構造および

製品特性を持つ地域ごとの製品を作り出すことが可能になります。 

 



IBM Global Business Services 
Page 15 

ハイライト 

最終的成果として、新た

な市場に対処する上でよ

り大きな柔軟性－明確な

競争優位性をもたらす品

質－の達成を期待できま

す。 

 設計プロセスや製造プロセスの効率と効果を高めるためにも活用で

きる、共通化、標準化、再利用に関する戦略は、国外の市場におい

ても、さらに大きな競争優位をもたらす可能性があります。閉じた

ループによる製品設計とソーシング、総コスト管理ツール、そして

統合された設計とソーシングは、現地調達率に関する規制によって

必須となる変更の影響の把握、設計プロセスと製造プロセスへの現

地サプライヤーの統合、地域ごとの嗜好や要件が製品のアーキテク

チャーに与える影響の評価を極めて容易に実施できるように考案さ

れています。最終的な成果として、新たな市場に対処する上でのよ

り大きな柔軟性、つまり明確な競争優位性をもたらす品質の達成を

期待できます。 
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